
奈良Ｂ例会 マット運動実技例会報告                                         2011.4.16／奈良女子大 
 

「ねこちゃん体操～動物歩き・お話マット」  （低学年） 

 参加者１８名。ブロック委員以外に奈良の教師はおらず、全員県外の人たちだった。北河内、京都支部か
らも５名の方が参加されていて、おどろいた。講師は古川氏、牧野で実技を行った。実技は、ねこちゃん体
操から始まるが、ここでは、動物歩き～お話マットの実技内容を紹介する。 
 
動物歩きの実技  （グループで動物歩きを行う。） 
・動物歩きの技術ポイントとして次の３点が挙げられる。 

①しっかり体重を手にのせる。 
②腰を高くあげる。（ひざをのばす） 
③手の間をしっかり見る。（アゴをあげる。） 

・１人が演技をしているときに、グループの他の友達は
四方から演技を観察する。教師から、観察する視点を
与え、できているかどうかを確かめさせる。 

 
①クマさん  
 
 
 
 
※赤ちゃんのハイハイと同じ。腰の位置を高く保つためにも、
ヒザを伸ばすようにする。 

 
②ラクダさん 
・クマさんとちがって、 

同時歩行。ラクダの方 
がやりやすいという子 
どもも多い。 

  
③アザラシさん 
 
 
 
 
 
 

④シャクトリムシさん 
 

⑤カニさん ・内ガニ、・外ガニ、・前ガニ、・後ろガニ 
組み合わせてやるのもおもしろい。 

 
 
 
 
 
 
 
⑦ウサギさん  
  ウサギの耳をしっかり 
作ることがポイント。 
後の側転の学習でも大事 
になってくる。 
 

⑥木馬さん 
・うでを伸ばして、 
 肩でマットをおす 
 感じで突き放す。 
 
⑧ゾウさん 
・側転につながる大切な運動。 
 
 
 

  リズム「足－手－手－足－足」 
⑨ゾウさんあるき ・できてきたらゾウさんで前に進む。 

お話マットの実技 
⑩クマさんのさんぽ                   ⑪おおまた歩き前転       ⑪ライオンさんがガォー  

 
・これも一つの連続技。（はじまり→中技→ポーズ） 
＜低学年のマット運動でお話マットが有効な理由＞ 
・グループ学習の基礎を学ばせることができる。 
・グループの子どもがお話の声かけをする。これは単に声をかけているだけでなく、友達の動きに絶えず目 
を向けている。（技術分析力が養われる。） 
 
 ねこちゃん体操や動物歩きに比べ、お話マットの中身が薄かったかなと思う。次回の実技例会では、お話
マットを中心とした実技内容を考えたいと思った。 

                   


